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羽田ミヤコタナゴ生息地保護区におけるマツカサガイへの産卵および稚魚の浮上状況

(平成26年度) 綱川孝俊・石川孝典・阿久津正浩

目的

環境省指定羽田ミヤコタナゴ生息地保護区(以下，羽田生息

地)は，羽田沼とそれを水源とする農業用水路であり，以前は

その水路にミヤコタナゴ、とマツカサガイが高密度に生息する極

めて重要な生息地の lつであった。しかし，水鳥の飛来増加と

水鳥への車舘耳による水質の悪化，泥の過剰な堆積，魚食中抄ト来

魚の侵入等により， 2∞2年以降はミヤコタナゴが l個体も確認

されなくなり，マツカサガイの生息数も湖戒した。そのため，

水鳥への車舘耳制限，沼の干し上げによる魚食'↑抄ト来魚の駆除，

水路の泥上げ等の環境改劃舌動制腕的に行ってきた。これら

の活動で改善が進みつつある水路環境において，ミヤコタナゴ

の生残や繁殖可能性の有無を検証するため， 2013年に 1，000個

体のミヤコタナゴを諒験的に導入した。その結果，マツカサガ

イへの産卵は確認されたが，卵の発生明簡の浮上は確認され

なかった。その原因として，マツカサガイが少ないこと，産卵

母貝としての適性(ミヤコタナゴ卵の発生に適した体内環境)

が健康状態等により低下していることが考えられた。そこで，

2014年， 7∞個体のミヤコタナゴの導入と併せ，羽田生息地と

同じ水系の別水路に生息するマツカサガイ(以下，同水系産)

を導入し，羽田産マツカサガイ(以下，羽田産)と同水系産へ

の産卵状況，卵の発生状況，稚魚の浮上状況を調査することと

した。

材料および方法

産卵数および卵の発生状況調査 2014年4月25日に同水系産

100個体を採集し(殻長平均±標準偏差 61.4:t7.1mm)，羽田

水路の溺躍96m地民 110mr也札 195m地長の計3区画(1区

画は，湘呈1mX水面幅)に導入し九最上流区画の上流側 (95

m地点)には，羽田産(最上訴詰Eから糊呈360mの範mこおし、て

採集した)の区画を設けた。 2014年5月19日から9月18日に

かけて約2逓間間隔で計10回，それぞれのマツカサガイの殻を

専用の貝開器で5mmfまど閉口し，両側の外鯨葉と内鯨葉をのぞ

き込むことにより産卵状況や卵の発生状況を計数・比較した。

卵の発生段階は，中村1)に従い，卵(A)，前期イ主魚 (BとCの2

段階 :CはBよりも発生が進んだもの)，後期f子魚 ω)の4段階
に区分した。羽田産は，調査開始時には14個体のみであったが，

調査を重ねる毎に新たに発見され，計53個体となった(殻長平

均±標準偏差:56.0:t5.7 mm)。そのため，産卵数や卵の発生状

況を比較するにあたり，最上流区画の羽田産および同水系産に

おける殻長と個体数は可能な限りそろえた。また， 110m地育、と

195m地剖こ導入した同水系産は，産.~~数や卵の発生状況調査の

比較対象にしなかった。

稚魚の浮上状況調査前述の調査に併せて，湘呈95mから750

mの量調におし、て，稚魚の浮上状況を目視にて観察した。 7月1

日までの調査で，済躍360mより下祈誠には稚魚がほとんと確

認されなかったため，それ以降の調査ではこの範囲を除いた。

マツカサガイの繁殖状況および死tと7.1<温変動の関係性調査

マツカサガイの繁殖および死亡状況を確認するため，前述の調

査に併せて，グロキディウム幼生の保有状況，マツカサガイの

生死の確認を行った。死亡時期と羽田水路の水温変動の関係性

を検証するため，水温ロガーを最上流部に設置し 1時間毎に計

測した。水温データから，日平均水温，最高水温，水温の日変

動差を導き，調査日以前の10日間の平均値として死亡状況との

関係性を確認した。比較対象として，同水系産の生息、水路の水

温データも測定した。

結果およt賭察

産卵数および卵の発生状況羽田産と同水系産の 1個体あた

りの産卵数は，同水系産で有意に多かった (Wtl∞IxonsI伊吋rank

回.t， pく 0.05) (図1)。なお，羽田産と同水系産の殻長の違いが

産卵数に影響している可能性が考えられるが，各調査回におけ

る殻長には有意な差はなかった(Wi此S臨 t，P > 0.05).つまり，

放流したミヤコタナゴは同水系産に多く産卵したことが明らか

となった。

卵の発生状況は，同水系産で浮上直前と考えられる後期イ子魚

拘留、されたが，羽田産で、は一度も砺忍されなかった(図 2)。

つまり，ミヤコタナゴの卵質に問題があるのではなく，羽田産

の産卵母員としての適性(ミヤコタナゴ卵の発生に適した体内

環境)低下に原因があると考えられる。

稚魚の浮上状況浮上稚魚は6月 16日から8月 11日にかけ

て計33個体岬臨、された。同年 10月に実施した生息、競周査に

おいて， 10個体の当歳魚が樹齢れ(p.47参照)，浮上した稚
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しかし，保有するグロキディウム幼生のったことを磁認した。魚が成長していることカ河笛恋された。

量は， 同水系産では鯉葉がグ、ロキディウム幼生により1新商する調査マツカサガイ数(個体)
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羽田水路におけるマツカサガイの死亡数と7)(温の変化図3
マツカサガイの繁殖状況および死亡と水温変動の関係性調査

卵およびグロキテ守イウム幼生を保有していた期間は，羽田産で

引用文献は5月 19日から9月18日，同水系産では6月2日から8月 11

日本のコイ科魚類.緑書房，東、コナタコヤ中村守純.日で、あった。調査期間中にグロキディウム幼生(卵を含む)が

京.1969; 83-89. 確認された個体数は，羽田産延べ伺6個体のうち20個体であり

McMahon RF， Mollusca: Bivalvia. In: Tho中JH，Covich AP (剖s)2) クロキディウム幼生 :4個体)，同水系産で、は，(卵・ 16個体，

企凶hwatl巴rclassi五cationof North American Ecology and 延べ判4個体のうち28個体で、あった(卵:15個体， ク、、ロキデ、イ

mv'釘tebrates.Academic Press， New YOIk. 1991; 315-390. 

付昆尊環境霊訪

ウム幼生 :13個体)。いずれのマツカサガイにおいても，卵を保

-52-

有する一部の個体で，卵が 2週間後にグロキディウム幼生にな



調査試験報告要旨

羽田ミヤコタナゴ生息地保護区におけるマツカサ

ガイへの産卵および稚魚の浮上状況 (p51-52)

羽田生息地へ近隣に生息するマツカサガイ(以

下，同水系産)を 100個体移植放流し，羽田に生

息するマツカサガイ(以下，羽田産)と， ミヤコ

タナゴの産卵状況，卵の発生状況，稚魚の浮上状

況を比較しました。その結果，マツカサガイ l個

体あたりに産みつけられていた卵数は，羽田産の

方が少ないことが分かりました。また，浮上直前

にまで発生した仔魚が偲の内部で確認されたのは，

同水系産のみでした。このことから，羽田産では，

産み付けられた卵の多くが発生途中に吐き出され

ている可能性があると考えらます。
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